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アユの細菌性鯉病の病理組織像

宮崎照雄*l• 城泰彦*2

(*l三重大学水産学部 >1<2徳島県水産試験場）

徳島県下の養殖アユに発生した細菌性鯉病は，サケ科

魚類の細菌性鰊病病原菌である Flavobacteriumsp. と

同じ細菌によ って惹起こされていた1)。 本研究では細菌

性鯉病のアユ病魚を病理組織学的に検討したので，その

結果について述べる。

材料および方法

供試病魚は 1979年 4月に，徳島県下のアユ養殖場に

て採取したアユ幼魚 5尾（体長 5cm) で， いずれも水

結 果

外見・剖検所見

病魚は摂餌不良となり，注水口付近に集まり，水面直

下を漂っていた。病魚は外見的に特に異常を示さない

が，斃死魚は体をくの字形にまげていた。剖検的には鯉

の肥厚と粘液分泌が特徴であった。

病理組織像

各病魚とも鯉の鰊薄板呼吸上皮の上には Flavobacte-

rium sp. とみられる長梓菌の着生・増殖が共通して認め

られたが，鯉の病変には個体差が見られた。一部の病魚

では，鰊弁の先端部から中央部の鰊薄板の呼吸上皮上に

長棒菌が着生，増殖しており，そのため鯉薄板が変形し，

その先端部の呼吸上皮が重層化したり，隣接する 2~ 3 

枚の鯉薄板が癒着していた（図 1)。なお，長棒茜の着生

の見られない鰐薄板には特に異常は観察されなかった。

他の病魚では鯉弁の先端部から中央部にかけて根棒化が

起こっていた。梶棒化局所では，鯖薄板の変形と癒着，

および鰊薄板間上皮細胞の増生が起こっていた（図 2)。

その増生上皮細胞には多数の有糸分裂像が観察された。

また，一部の鯉弁では増生上皮内に出血も見られた。こ

れら根棒化局所の上皮には長梓菌の着生は認められなか

ったが，それより下方にある鯉薄板の呼吸上皮上には長

枠菌の着生・増殖，その鰊薄板先端部の上皮の重層化が

それぞれ観察された。

鯉の病変が軽度な症例の肝臓では脂肪球由来の空胞が

肝細胞内に目立った。それに対して鯉弁の槻棒化が進ん

だ症例の肝臓では肝細胞内の脂肪球由来の空胞が小型化

し肝細胞も萎縮 していた。腎臓では，近位尿細管上皮細

胞が硝子滴変性を起こしていた。鰊の病変が軽度な症例

では硝子滴変性を示す尿細管は少ないが，鰊弁の概棒化

が進んだ症例ではこの変性は顕著であった（図 3)。脳，

消化管および他の内臓諸器官には顕著な病変は見られな

かった。

考 察

面直下を源うように泳いでいた。病魚を 10%ホルマリ 細菌性鯉病は Flavobacteriumsp. の鯉感染による疾

ン水で固定後，常法に従ってパラフィン切片を作製し， 病で，サケ科魚類の間に発生することが知られてい

HEおよびギームザ染色を施 して検鏡した。また，肝臓 る2-4)。 同じ細菌性鯉病が徳島県下の養殖アユにも発生

の一部については凍結切片を作製し，ズダンIII染色を施 し，その原因菌は Flavobacteriumsp. とされた1)。今

した。 回，そのアユ病魚を病理組織学的に検索 した結果，マス

の鯉に見られたようなプラークの形成は不明瞭であった

が，アユの鯉の病変はマスの鯉に見られたものと基本的

に同じであった。魚類では鯉弁の根棒化はパントテン酸

の欠乏症でも起こることが知られているが，アマゴのパ

ソトテン酸の欠乏症（宮崎ら未発表）では，鯉弁の根棒

化に先行して，ほぼ全ての鯉薄板呼吸上皮細胞の腫大が

起こり，ついで鯉薄板間上皮細胞が増生して侃恩弁の槻棒

化が惹起こされていた。その鯉弁の根棒化も鯉弁基部か

ら先端部に向かって進行するのが特徴であった。アユの

細菌性鯉病では，長梓菌の着生した鯉薄板に限り変形や

呼吸上皮の重層化，鯉薄板間上皮細胞の増生が起こり，

鮒弁の根棒化も先端部から起こっていた。これらの病変

は，前述のパソ トテン酸欠乏症の鯉病変と異なってお

り，細胞菌性鯉病に特徴的な病変と言えた。
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図 1 鯉薄板呼吸上皮上に細菌が着生・増殖し，鯉薄板先端部の上皮の重層化，鯉薄板の癒着が見ら

れる．ギームザ染色， (X400) 

図 2 鰐弁の先端部の視棒化. HE染色， (X 100) 

図 3 腎臓の尿細管上皮細胞の硝子滴変性. HE染色， (X200) 


